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第８回こだいら名木百選選定委員会 会議要録 

 

１ 日 時  

平成２６年２月１８日（火）午後２時００分～午後４時３０分まで 

 

２ 場 所  

市役所６階 ６０１会議室 

 

３ 出席者  

委 員 長 椎名 豊勝  

副委員長 山田 眞久 

委 員 佐藤 留美、麻生 真樹、棚井 俊雄 

 

４ 傍聴者  

  なし 

 

５ 議事等 

（１）こだいら名木百選の追加審査について 

（２）こだいら名木百選マップの校了について 

（３）その他 

 

６ 会議の概要 

議事録 

（１） こだいら名木百選の追加審査について 

  №７３ ヒマラヤスギ 所在地：津田町２丁目（津田塾大学内） 

審査の結果、委員全員一致で名木として採用を決定した。該当項目は、①すばらしい樹

形の木、⑥景観的に優れている木、⑦巨木や古木とした。 

   

  №７４ ベニシダレ 所在地：鈴木町２丁目（個人宅） 

審査の結果、委員全員一致で名木として採用を決定した。該当項目は、①すばらしい樹

形の木、⑤地域のシンボルとなっている木、⑥景観的に優れている木とした。 

 

  №７５ キンモクセイ 所在地：花小金井南町２－１０－４４（個人宅） 

審査の結果、委員全員一致で名木として採用を決定した。該当項目は、①すばらしい樹

形の木、⑤地域のシンボルとなっている木、⑥景観的に優れている木とした。 
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（２） こだいら名木百選マップの校了について 

マップ作成業務委託会社から、前回提案のあった修正内容を反映させたことを説明。そ

の後、委員から下記の要望を伝え、校了とした。 

 

【表紙】 

・タイトル位置をセンタリングする。 

・タイトルが見えやすいよう背景を調整する。 

 

【鑑賞する際のお願い欄】 

・説明欄「気持ちよく名木を鑑賞するために」という表現を、読みやすいよう「気持ち

よく鑑賞するために」へ変更する。 

・鑑賞する際の全般的な内容であるため、項目４「名木ですので、大切に鑑賞してくださ

い」を項目１番に繰り上げる。 

・注意書き「＊このマップに掲載されている名木は、枯れたり、施設の見直しや改修等に

より、やむを得ず、樹形が変化したり伐採されることがあります。あらかじめご了承く

ださい。」の一文を加える。 

 

【こだいら名木百選に寄せて欄】 

・本文と委員長の署名との間隔が空きすぎているため調整する。 

・前後の文章とのバランスを考え、「名木たち」を「名木」へ、「草花たち」を「草花」

へ、「応募いただいた方」を「応募いただいた方々」へと、表現を変更する。 

 

【こだいら名木百選の選定基準欄】 

・選定理由の略称、「樹形」、「歴史・由緒」、「珍」、「面白」、「シンボル」、「景観」、「巨木・

古木」について、各名木紹介欄の「選定理由」と同じオレンジ色にし、選定基準欄とマ

ップ欄の略称を視覚的にリンクできよう変更する。 

 

【名木一覧表欄】 

 ・見やすいよう、見出し項目の枠を広げる。 

 ・小学校については、正式名称である漢数字での表記とする。 

 

【名木紹介の見方欄】 

 ・樹種欄の「応募時の樹種です」という表現を「名木の樹種です」と、わかりやすい表

現へ変更する。 
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【名木紹介欄】 

 読み手がわかりやすいよう下記のとおり変更する。 

 ・７番 注連縄に「しめなわ」のルビをふる。 

 ・８番、１３番、１４番 小学校については、正式名称である漢数字での表記とする。 

 ・１２番「ピラミット」を「ピラミッド」へ変更する。 

 ・２５番 「サイカチノキと言い」という表現を「サイカチの木で」と正しい表記へ変更

する。 

・２９番「人々が集まるシンボルとなっています。」という表現を前の文章との関係から

「地域のシンボルとなっています。」と訂正する。 

 ・３３番 樹種欄については、応募時に記載されていた樹種である「シモクレン」と表

記する。 

 ・３８番 タイトル欄の「シラカシ」という表記を応募時に記載されていた「カシ」と

いう表記へと訂正する。 

 ・４５番 「アカマツでこれほどの大木は珍しいと思います。」という表現を、読み手に

誤解を与えぬよう「市内では、アカマツでこれほどの大木は珍しいと思います。」へ変

更する。 

・４９番 「メタセコイアの本来樹形」という表現を「メタセコイア本来の樹形」と正

しい表現へ訂正する。 

 ・３８番から５１番を番号順に縦へ紹介する並び方へ変更する。 

 

【名木の樹種】 

 読み手がわかりやすいよう下記のとおり変更する。 

 ・説明欄の「それぞれの木の特徴を知ることで、より木々に親しみが持てるはずです。」

という表現を「それぞれの木の特徴を知ることで、より木々に親しみが持てるでしょう。」

へ変更する。 

 ・コナラ欄、「落葉後も多くの枯葉は木に残っています。」という表現を、読み手に誤解

を与えぬよう「落葉は堆肥として利用されます。」へ変更する。 

 ・ヒマラヤスギ欄、「公園樹としても人気があります。」という表現を「公園樹や学校樹

としても人気があります。」へ変更する 

 ・ヤマザクラ欄、「同じ場所に育っていても」という表現を、読み手に誤解を与えぬよう

「各個体で」へ変更する。  

 

【玉川上水】 

 ・古い写真を使用しているため新しい写真へ差し替える。 
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（３）その他 

   こだいら名木百選に設置するプレート案を提示し、委員全員の了承を得た。 

 

以上 


